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先
日
、
函
南
町
で
行
わ
れ
た
『
函
南
町
、

伊
豆
市
、
伊
豆
の
国
市
合
同（
田
文
連
）

手
工
芸
展
』の
様
子
を
、
市
文
化
協
会
工
芸
部

長
の
稲
葉
和
男
さ
ん
に
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
合
同
手
工
芸
展
に
参
加
し
て

　

１
月
27
日
〜
29
日
に
函
南
町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
合

同
手
工
芸
展
に
は
、
２
市
１
町
31
団
体
か
ら

８
５
６
点
の
力
作
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
し

た
。
函
南
町
か
ら
は
陶
芸
の
花
器
、セ
ー
タ
ー
、

押
し
花
、
ち
ぎ
り
絵
、
ガ
ラ
ス
工
芸
等
。
伊
豆

市
か
ら
は
特
殊
粘
土
の
人
形
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

陶
芸
の
小
鉢
、
ダ
ル
マ
等
。
伊
豆
の
国
市
か
ら

は
ト
ー
ル
ぺ
イ
ン
ト
の
壁
掛
け
、
竹
細
工
の
バ

ラ
ン
ス
ト
ン
ボ
、手
毬
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
バ
ッ

グ
、
３
Ｄ
ア
ー
ト
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
等
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
各
地
区
ご
と
に
特
徴

が
あ
り
、
参
加
者
は
良
い
刺
激
を
受
け
、
新
た

な
創
作
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
三
日

間
で
６
０
０
人
以
上
が
来
場
し
、
他
地
区
と
の

交
流
も
で
き
て
、
有
意
義
な
展
示
会
で
し
た
。

　
　

問
合
せ　

文
化
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
０

　

そ
の
２（
２
月
号
）の
続
き

安
政
１
年（
１
８
５
４
年
）11
月
に
起

き
た
安
政
の
大
地
震
に
も
耐
え
、

韮
山
反
射
炉
築
造
は
続
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
翌
安
政
２
年
正
月
16
日
、
さ
ら
な

る
試
練
が
襲
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
江
川
坦
庵
公
が
病
に
倒

れ
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

韮
山
代
官
と
し
て
の
職
務
に
加
え
、
品

川
台
場
と
反
射
炉
の
築
造
、
西
洋
砲
術
指

導
、
さ
ら
に
大
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
の

把
握
と
復
旧
、
津
波
で
座
礁
・
沈
没
し
た

ロ
シ
ア
船
デ
ィ
ア
ナ
号
の
代
船（
ヘ
ダ
号
）

建
造
な
ど
、
ペ
リ
ー
来
航
後
の
坦
庵
公
は

多
忙
を
極
め
て
い
ま
し
た
。
度
重
な
る
激

務
に
よ
る
過
労
が
、
坦
庵
公
の
死
期
を
早

め
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

坦
庵
公
の
跡
を
継
い
だ
の
は
、
ま
だ
年

若
い
長
男
・
英ひ

で
と
し敏
で
し
た
。
こ
の
英
敏
を
、

坦
庵
公
が
育
て
た
部
下
た
ち
が
補
佐
し
て

反
射
炉
の
工
事
は
継
続
さ
れ
、
同
年
２
月

11
日
に
は
銑せ
ん
て
つ鉄

＊
１
を
溶
か
す
と
こ
ろ
ま

で
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。『
反
射
炉
御
取
立

中
日
記
』に
は「
壱
番
反
射
炉
＊
２
半
双
に

て
、
初
め
て
今
暁
九
つ
半
時
＊
３
よ
り
吹

き
始
め
」
と
あ
り
、銑
鉄
５
３
５
貫
目
（
２

㌧
余
り
）を
10
時
間
ほ
ど
で
鎔
解
し
、
18

ポ
ン
ド
砲
の
金
枠
と
錐す

い
だ
い台

＊
４
の
付
属
金

具
を
鋳
造
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
工
事
は
難
航
し
ま
し

た
。
特
に
炉
内
の
設
計
が
難
し
く
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
た
も
の
の
、
鉄
製
大
砲

を
鋳
造
す
る
の
に
十
分
な
性
能
を
得
ら
れ

ず
に
い
た
の
で
す
。
そ
の
難
局
を
打
破
す

る
た
め
、
安
政
２
年
８
月
、
英
敏
は
既
に

反
射
炉
を
完
成
・
運
用
し
て
い
た
佐
賀
藩

に
応
援
を
求
め
ま
す
。

　

佐
賀
藩
が
日
本
初
の
反
射
炉
を
築
造
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
江
川
坦
庵
に
よ
る
情

報
提
供
や
配
下
の
鋳
物
師
派
遣
な
ど
の
技

術
協
力
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
の

息
子
英
敏
か
ら

の
応
援
要
請
に

対
し
て
、
佐
賀

藩
は
反
射
炉
技
師
と
職
人
の
韮
山
派
遣
を
了

承
し
ま
し
た
。
実
際
に
田
代
孫
三
郎
・
杉
谷

雍
助
ら
佐
賀
藩
の
技
師
た
ち
が
応
援
に
訪
れ

た
の
は
安
政
４
年（
１
８
５
７
年
）２
月
の

こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
、
韮
山
反
射

炉
の
築
造
は
、
飛
躍
的
に
前
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
そ
の
４
に
続
く
）

今
月
の
お
す
す
め

『育てて楽しむ  はじめての緑の
カーテン』
緑のカーテン応援団
（著）／家の光協会
ゴーヤーやヘチマ、
アサガオなど様々な
つる植物を育てて楽

しめるよう、豊富な写真でわかり
やすく説明。【韮山】

中央… 3 月 10 日（土）11：00～
長岡… 3 月 15 日（木）14：30～
韮山… 3 月 10 日（土）、24日（土）
　　　各 14：00～（30分程度）
対象／赤ちゃん～小学校低学年く
らいまで（申し込み不要）。

問合せ

『庭のつるばら』庄野潤三（著）
　　　  ／新潮社
丘の上に暮らす
老夫婦の日常。
庭に来る小鳥や
丹精したつるば
ら、子どもやた

くさんの孫、ご近所との交流…。
家族の原風景を描く。【全館】

おはなし会

【中央図書館】☎ 0558-76-5566
　毎週月曜日休館　
【長岡図書館】☎ 055-947-2364
　毎週月曜日休館
【韮山図書館】☎ 055-949-8605
　毎週水曜日休館
《各館開館時間 9：00 ～ 17：30》
　各館の休館日（年末・年始含む）
は、今月のカレンダ
ーや、市ホームページ
などをご覧ください。

おばあちゃんのはたけにいった
ら、おはながいっぱい。これはぜ
んぶ、やさいのおはななのです。
【中央・韮山】
『ジョディのいんげんまめ』【中
央・韮山】もおすすめの絵本です。

『やさいばたけは  はなばたけ』
広野多珂子（作）／佼成出版社

その他に、
『はじめて育てる寄せ植え』【中央】
『ひと目でわかる！庭木の剪定 庭に
植えたい樹木 80 種の剪定を紹介』 
村越匡芳（監修）【長岡】
『盆栽生活 寄せ植えで楽しむ、一鉢
の春夏秋冬』石川治子（監修）【韮山】
『半日陰、日陰を楽しむ』奥峰子（著）
【韮山】もおすすめの本です。

＊【　】内は所蔵館名

『一
いっちょう

朝の夢』梶よう子（著）
　　　   ／文藝春秋
朝顔栽培だけが生き
がいの同心 ･中

な か ね

根興
こう

三
ざぶろう

郎は、宗
そうかん

観という
謎の武家と知り合っ
たことから、桜田

門外の変に巻き込まれていく。第
15 回松本清張賞受賞作。【韮山・
長岡】

朝
が
三
ざ

謎
た

門外 変に巻き

庭の るばら』

くさんの孫 ご

カ
緑

ゴ
ア
つ

図書館を使いこなす！
おはなし会の巻

　「お話してくれなきゃ寝られない」
　「それじゃ、お話してあげましょう…」

　カラスの親子のかけあいに、自然と笑顔がこ
ぼれます。黒い手袋でできたカラスが、まるで
生きて動いているようです。
　「…おやすみなさーい」最後にお母さんカラスも
寝てしまうと、聞いていた子どもたちも満足そうに
笑いました。小さな子は、側にいたお母さんの膝の

上に顔をくっつけています。
　次は絵本が出て来ました。
みんなの目が集まります。『や
いた やいた』…どんなおはな
しかな？

　絵本や手あそびをみんなで
楽しむおはなし会。各図書館

わが家で『おかあさんは
おこりんぼうせいじん』
という絵本を読んだとこ

ろ、子ども達は大爆笑。私もクッと笑ってしまい
ました。これからもたくさんの楽しい本に出会え
たらいいなぁと思います。（図書館司書　髙橋）

では毎月、おはなし会を行っています。当日、会場になっ
た図書館に来れば、誰でも楽しむことができます。
みなさんも、おはなし会に参加してみませんか？
　おはなし会の予定日は、このページ右上の問い合わせ
欄にあります。詳しくは各図書館へお電話ください。

＊
１
… 

鉄
鉱
石
や
砂
鉄
か
ら
作
ら
れ
た
炭
素
等
を

多
く
含
む
鉄
。
反
射
炉
で
溶
か
す
材
料
。

＊
２
… 

工
事
の
先
行
し
て
い
た
南
炉
の
こ
と
か
。

＊
３
…
午
前
０
時
頃
。

＊
４
… 

水
車
の
動
力
で
砲
身
を
く
り
抜
く
機
械
。

江川英敏像（江川家蔵）

韮山反射炉の築造記録
（その 3）

問合せ
　文化振興課   歴史資源活用推進室
　　　　　　☎０５５‐９４９‐８６０９

その 81

反射炉御取立中日記
安政 2年 2月 11 日条
（財団法人江川文庫蔵）

世界遺産候補として一躍有名になった
韮山反射炉ですが、その性能等には

多くの謎が残されています。韮山反射炉
の謎に迫る講演会。
と　き　３月 24日（土）
　　　　13：30～ 15：30
ところ　韮山庁舎大会議室
講　師　菅野利猛 氏
　　（工学博士、木村鋳造所取締役開発部長）
問合せ　文化振興課歴史資源活用推進室

　　　　　　  韮山反射炉
      ～ 160 年のミステリーに迫る～

文化財講演会

入場
無料


